
冬・水・田んぼ

なぜ、耕さないの？

生き物や稲の根っこが耕すから、人間は
耕さなくていい。
普通の田んぼでは、機械で田を耕してから水を張り、田植えをし
ますが、「耕さない・冬・水・田んぼ」なら、水の中に棲む土壌動物
やたくさんの菌たちが、冬の間から土を耕してくれます。イトミミズ
は機械で代かきするよりさらに柔らかい、ゲル状のトロトロ層を
作ってくれます。



なぜ、農薬がいらないの？

野生化したイネは草や虫に負けないから。

○農薬が必要ないくらい丈夫に育てます。
○そのために、5.5葉の苗を作ります。

○冬・水・田んぼでは根をしっかりと張れるよう、１〜２
本ずつ植えます。



なぜ肥料がいらないの？

生きのもたちが肥料を作ってくれるから

イトミミズなどの糞、水辺にやってくる野鳥の糞、藻類や水
草、田の草などが枯れて分解したもの、窒素固定をする浮
き草や、光合成細菌など、冬の間に田んぼの土を豊かにし
てくれるものが、たくさんいます。収穫前には田んぼの水を
落としますが、田んぼに繁殖したメダカなどの多くは、田ん
ぼの中で死んで肥料になります。



http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:TUBIFEX.gif
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なぜ除草剤がいらないの？

イトミミズや藻・水草が草をおさえてくれるから

冬の田んぼに水を張ると、春草の種がイトミミズが
吹き上げる糞によってできるトロトロ層にとじこめられ、
発芽しにくくなります。また、田植え前にはすでに藻
類や水草が湧き、太陽が射し込まなくなるので、発芽
に光が必要な草は、生えにくくなります。



なぜ殺虫剤がいらないの？
クモやカエルが虫を食べてくれるから

冬・水・田んぼでは、2月の氷の下でも、イトミ

ミズやユスリカなど、カエルやクモの餌となる
の小動物がたくさん繁殖します。それらをエ
サに、カエルやクモが春の早い時期から田
んぼでスタンバイしてくれるので、苗を虫から
守ってくれます。



こういう田んぼが増えると、どう変わるの？

日本の自然が再生します。

①たくさんの生き物たちが湧く。

②土の中のメタンガスが減り、酸素が増える。

③水がきれいになる。

生きものがたくさんの「耕さない・冬・水・田んぼ」では、生き
ものたちが有機物（汚れ）を食べ、糞を出し、イネが吸収しや
すい栄養に変えるので、田に入る水よりも、出ていく水のほう
がきれいになります。緩速ろ過浄化システムと同じですね。
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ロンドンのろ過浄化システム

200年前のロンドンで、工場廃水で汚れたテムズ河の水を飲
めるようにするために「生物ろ過システム」が発明されました。
砂を敷いた池に水をゆっくりと流し入れ、ゆっくりろ過すると、
汚れやバイ菌などが、池の底にいる生きものたちの餌となり、
安全でおいしい水になるのです。池に発生する糸状藻類が
光合成によって吐き出す酸素が、生きものたちを支えていま
す。ロンドンの水道水は今でもこのろ過システムで浄化され
た、塩素消毒なしのおいしい水なのです。



冬水田んぼの実際 グリーンそう



田植



生き物観察会





稲刈り



はざかけ



脱穀



収穫祭





フランス人も参加









自然菜園で大切にしていること
①無農薬
②無施肥
③耕さず
④草と共育ち



土手に生えたカブ



無肥料で作物ができるワケ

• 雑草や虫、微生物が肥料をつくる。

• マメ科の作物が空中の窒素を固定する。

• 作物の根が分解されて肥料になるから。



無農薬でも害虫の被害が少ないのは
なぜ？

• 草の中に害虫を食べてくれる益虫も増えるか
ら。

• 生き物の種類が増え、カエルやクモなどが害
虫を食べてくれるから。

• 窒素過多（肥料過多）が虫を寄せ付ける。



なぜ、耕さなくてもよいの？

• 雑草や作物の根が分解されて土の中に細い
穴ができる。

• ミミズや虫が土の中に潜り、穴ができる。

• 耕すと細い穴が崩れ、地下水が上昇しなくな
る。（毛細管現象）
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